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着生植物は樹木にとりついて生活する植物群をさし、森林全体の種多樹生を高める可能性を持ってい

ます。日本のブナ帯で、着生植物の詳細な調査を行った例はほとんどありません。本研究では、岐阜県

白川村のブナ天然林で着生植物の詳細な調査を行い、その分布特性を明らかにし、天然林の種多様性に

与える効果について考察しました。

ブナ天然林に 1993年に設置した 1haの面積のプロットで、ハシゴを用いた直接観察により、高さ 10mー

まで、に着生する維管来植物と付着しているつる植物の種名、着生部位の高さや特徴などを記録しました。

着生植物と以前に行われた他の維管束植物の麟H成などを比較しました。

高さ 10mまでに着生植物は45種が柄生していました。この種数は、 51種が確認されている下層植生

に匹敵する種数でした。これらの植物種の 29.2%は樹木に着生した状態でだけ確認されており、樹木の

幹に着生する植物が天然林の種多樹生の重要な要素になっていることがわかりました。

着生植物は幹直径の大きなホスト樹木上に多くみられ、また出現する種の組成は、樹種、高さ、部位

のような着生箇所の特性によって異なりました。したがって、天然林にのみ存在するブ搭木がさまざま

な着生環境をつくることができ、そのために天然林で多様な着生植物相が構成されていると考えられま

す。

はじめに

着生植物とは、樹木など土壌以外のものに、根・気根の多くを露出させて固着生活をおくる植物群の

ことを指します。着生植物は、それ自体が自立し空間を占有することはありませんが、樹木に固着する

ことにより、森林内で空間的に広く分布します。階層構造をもっ森林生態系においては、さまざまな着

生植物がみられます。当研究室では、高橋ら(1999)が岐阜県白川村の成熟したプナ天然林で、地上からの

目視によって、着生する維管束植物(以下、着生植物)の調査を行い、ホスト樹木の種やサイズと着生植物

の分布との関係を議論しました。その結果、ホスト樹木のサイズが大きくなるほど着生植物を保有する

割合が高くなり、また種数も増加すること、サイズの大きな樹木、とくにミズナラの大径木の存在がブ

ナ天然林の豊富な着生植物を支えていることがわかりました。

しかし、着生笛所の詳細な調査は行われていないため、着生植物それぞれの種が、森林空間内でどの

ような分布様式を持っているのかは明らかになっていませんo 本研究では、伸縮ノミシゴ(全長 8.3m)を用

いた直接観察をし、種名、着生している高さ、着生部位の状態などを記録し、着生植物各種の分布を明

らかにしました。その土で、着生植物がブナ天然林の種多樹生に与える影響、および成熟した森林が豊

富な着生植物を保有する要因について考察しました。
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1 調査地と方法

調査地は、岐阜県大野郡白川村大白川の標高 1330mにあるブナ天然林(36
0

08' 45" N、136
0

49' 

28" E)に、加藤・小見山(199ωが 1993年に設置した 10OmX100mのプロットで、高橋ら(1999)が調べ

たのと同一の調査地です。調査地付近の気象条件は、夏季と冬季に降水量の多い日本海型気候となって

います。最深積雪深は約 4m、林床が根雪に覆われる期間は約6ヶ月間です。 1995年の毎木調査による

と、林冠木は、ブナ、ミズナラが多くを占め、他にシナノキ、ハリギリが存在し、計 4種の単純な樹種

構成となっています。

調査を行うには、樹上にアプローチする必要があります。樹冠生態学が発達するさいに、さまざまな

方法が考案されてきました。その例としては、立木に隣接したタワーを設置する方法、クレーンを用し、

る方法、気球を使う方法などがあります。本研究では、林内を広くカバーし、かっ樹上に直接、安全に

アプローチするため、伸長8.3mの伸縮パシゴを随時立てかけ、安定させた後に登って観察、測定を行い

ました。また、必要に応じてザイルとハーネスを使って、樹上を移動して調査を行いました。

2000年時点に胸高直径(以下DBH)が 50cm以上の全立木 50本(ブナ29本、ミズナラ 17本、シナノ

キ3本、ハリギリ 1本)に如、て、高さ 0・10mに着生している維管束植物、および付着しているつる植物

の調査を行いました。調査は2005年 7月 14日""-'10月 21日(7月 14、15日・8月 1、16、18、19、30、

31日・ 9月 1、15、26日、 10月 12、20、21日の計14日間)にかけて行いました。

草本、シダ植物、つる十bド本については各ホスト樹木において、高さ 1mごとに種名、着生部位(幹、

根元、大枝の分枕長など)、有性生殖の有無をま録しました。有性生殖の有無は、種子植物では花、果実、

及びその痕跡によって判断し、シダ植物ではソーラス句包子のう群)の有無によって判定しました。つる性

木本以外の木本はこれに加えて、個体数、樹高、着生部位の基質(コケ層、リタ一層など)の深さを記録し

ました。ただし、真横や下方にはう樹形のものは樹高の測定が不可能で、あったので、長さを測定して代

替しました。また、当年生実生については、調査期間中の消長が激しいため、解析の対象から除きまし

た。種の同定は原則的に現地で行いましたが、不明確な場合は必要に応じてルーペを用いるなどして、

詳細な特徴を観察記録し、デ、ジタルカメラωikon社 COOLPIX320ωで撮影した画像と併せて研究室

で行いました。

2 結果

(1)着生植物の種数

調査した全50本の立木から、木本24種(つる性木本3種を含む)、草本15種、シダ6種の計45種の

維管束植物が着生しているのが確認されました(表-1)。つるを除いた木本植物ではヤシャピシャクが最も

多く、他にハイイヌツゲ、ハリギリ、ウワミズザクラなどがみられました。つる性木本では、ツタウル

シが最も高頻度で出現し、次いで、ツルアジサイ、イワガラミが多く出現しました。草本は全体に出現頻

度が低かったが、アキノキリンソウ、タニギキョウが比較的多く出現しました。シダ植物では、ノキシ

ノブが非常に高頻度で出現し、次いでオシャグジデンダ、ホソパナライシダなどが多く出現しました(図

・0。確認された着生植物の中で、本来の生活様式が着生(佐竹ら 1982，1989;岩槻 1992)とされるもの

はヤシャピシャク、フガクスズムシソウ、ノキシノブ、オシャグジデンダ、ホテイシダ、スギランの 6

種でした。
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(2)着生箇所の特徴

・ホスト樹木が保有する着生植物の種数は、ホスト DBHが大きくなるほど多くなる傾向がみられまし

た(図-2)。樹種別にみると、 1本あたりの着生植物種数の平均値はブナが 3.8種、ミズナラが 9;0種、シ

ナノキが6.7種、ハリギリが 16種でした。図-3は、着生植物を、本来の生活様式が着生であるものを真

性の着生植物、本来林床に生育しているものを偶発的な着生植物の 2つに分け、さらにこれとつる植物

の3つのタイプごとにみたものです。いずれのタイプのものも、 DBHが大きいほど着生しやす川頃向が

みられましたが、つる植物は比較的DBHが小さい樹木にも付着しやすし可頃向がみられました。

比較的多く出現したヤシャピシャ夕、ノキシノブ、オシャグジデンダの 3種に着目して、ホスト樹種

との関係をみると、どの種もブナで少なく、ミズナラで多くなっていました。その傾向はオシャグジデ、

ンダで特に顕著です(図幽4)。

着生植物の種やタイプによって、着生する部位の傾向に違いがみられました。真性の着生植物、偶発

的な着生植物、つる植物のそれぞれが着生する部位をみると、偶発的な着生植物は多くが根元に分布し

ていたが、真性の着生植物は根元に分布する割合は小さく、幹や枝に多くが分布していました(図-5a)。

真性の着生植物の中でも、ノキシノブやオシャグジデンダなどは主として幹に着生し、ヤシャビシャク

はマタ・ウロに多く出現するなど、種によっても主な着生部位は異なりました(図ー5b)。

(扮着生植物の垂島怖

着生部位の高さに着目すると、種数・件数ともに 0'"'"'2mにおいて非常に多く、2'"'"'4mまでやや少なく、

4mを境に再び増加していました口真性の着生植物、偶発的な着生植物、つる植物それぞれの高さ別の頻

度を図-6に示しました。偶発的な着生植物は地上から 1m以下の部分に集中しているのに対して、真性

の着生植物は高さ 1m以下にもある程度分布していましたが、高さ 4m以上の部分に多く分布していま

した。つる植物は林床から登っていくため、上部ほど少なくなっていましたが、開花していたのは2m以

上の箇所で、 4'"'"'5mの高さで、最も盛んに開花しているのがみられました。種ごとにみると、偶発的な着

生植物では、ホソノヌナライシダやハイイヌツゲ、などは 2m以下の低いところにしかみられなかったのに

対して、ハリギリやウワミズザクラなどの数種は少数ではありますが、高いところにも出現し、アキノ

キリンソウは 4m以上のところに多く出現しました。真性の着生植物では、ノキシノブとオシャグジデ

ンダは 1m以下と位以上の両方で集中的にみられましたが、ヤシャピシャクはほとんどが 4m以上の

箇所に集中していました。

3 考察

(1)着生植物の種多様性の言判団

当調査地において行われた下層植生の調査(小島 1994;加藤・小見山 1999)では、木本 29種、草本

19種、シダ3種の計51種が確認されています。上層は10種の木本から成っています(力日藤・小見山 1999)口

調査時期や方法が異なるため単純な比較はできませんが、 45種が存在した着生植物はこの調査地におい

て、種数という点では大きな割合を占めているといえます(図-7)。また、着生植物として確認されたもの

のうち、木本では8種(33.3%)、草本では7種(46.7%)、シダでは6種(100%)、全体では21種(46.7%)が

着生状態でのみ補認された種でした。このことからも、着生植物は森林の種多樹生に大きく貢献してい

ると考えられます。
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(2)着生植物の分布様式

着生植物の分布は、ホスト DBH、ホスト樹種、着生部位、高さなど、複数の要因によって決定されて

いました。ミズナラはブナと比較して、 1本あたりが保有する着生植物の平均種数が多いという結果が得

られました。これには、主としてミズナラに大径木が多いことも関係するかもしれません。着生植物が、

特定のホストを選択的に利用することは、いくつかの研究で報告されています(Benzingand Ren企ow

1971， Benzing and Davidson 1979)。本研究では、ホスト樹種は保有する着生植物の種数には大きな影

響を与えていませんでしたが、オシャグジデ、ンダがブナの樹上で、特異的に少なかったように、一部の着

生植物の分布にはホスト樹種の住みやすさが影響していると考えられました。

DBHが小さなホストにも比較的多く出現したつる植物は、樹木の幹に固着し、支柱として登っていく

ため、サイズや部位など、ホストの形状に影響を受けにくいと考えられます。真性の着生植物と偶発的

な着生植物は樹木の大枝の分校点・幹の空洞部や根元など樹体の限られた部位を利用するものも多く、

樹木の形状に影響されやすいと考えられます。

出現する着生植物のタイプは高さによって異なっていました。真性の着生植物は、主に高さ 4m以上

と1m以下の箇所に着生していましたが、 1m以下の箇所で、は繁殖個体が少なかったことから、 4m以上

の高い箇所が生育に適していると考えられました。偶発的な着生植物は、主にホスト樹木の根元に着生

しており、林床に近い環境条件下に多く出現していると考えられます。 2""'4m真性の着生植物と偶発的

な着生植物ともにわずかしか分布していませんでした。これは、 2""'4mは枝や根元の湾曲がなく、幹の

垂直面しかないため、着生できる植物が少ないためであると考えられます。

以上をまとめると、着生植物はDBHの大きなホスト樹木上に多くみられ、また出現する種の組成は、

樹種、高さ、部位のような着生箇所の特性によって異なりました。したがって、天然林にのみ相生する

ブで径木がさまざまな着生環境をつくることができ、そのために天然林で多様な着生植物相が構成されて

いると考えられました。

おわりに

本研究では、ブナ天然林における高さ 1伽までの着生植物の轡E成が箇所の特性によって異なること

が明らかになり、天然林特有のブ議木が豊富な着生植物相をつくっていることが示唆されました。今後

の課題としては、高さ 10m以上の着生植物を調査することによって、より正確に森林内の着生植物相を

把握することが挙げられます。また、着生箇所の積雪状況、光条件は着生植物の垂直分布に直接的に影

響しているのではないかと考えられます。これらを測定することによって、着生植物の分布を決定する

要因はより明らかになると考えられます。

最後になりましたが、本研究を行うにあたって、中部森林管理局、飛騨森林管理署の皆様には、調査

地の便宜等図って頂きました。この場を借りて深く御礼申じ上げます。
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図-2ホスト樹木のDBHと保有する着生植物の種数の関係
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